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はじめに
　白梅学園大学・短期大学地域交流研究センター
プロジェクト（以下「研究プロジェクト」）は
2009年度に附属の幼稚園立替に伴い、地域との交
流をどのように進めるのかを研究的にすすめるこ
とをめざして設立された。研究プロジェクトの
テーマは「遊びと学びのコラボレーションによる
地域交流活性化システムづくりに関する研究―大
学附属幼稚園を拠点として―」となっている。
　研究を進めるにあたって５つのプロジェクトを
立ち上げ、完成年度にはそれらのプロジェクトを
統合した地域交流のシステムづくりを目標として
きた。2014年度からは３つのプロジェクトに整理
して４年目を終えたところである。また2016年度
には、教育福祉研究センターより障がい児を対象
とした小平市との連携事業、学生たちが中心と
なって取り組んでいる白梅子育て広場及び子育て
ネットに関する研究からスタートした小平西地区
地域ネットワークが地域交流研究センターの管轄
となり、文字通り地域の課題を実践研究するセン
ターとしての形を整えることになった。
　さらに2017年度は専任教員が全て地域交流研究
センターの研究員となり、様々な地域のテーマに
ついて大学全体で取り組む体制が確立した。合わ
せて教育・福祉研究センターが行っていた様々な
講座を、地域交流研究センターが担当することに
なり、１年間が経過したところである。
１．１年間の経過
（１）委員会等
　地域交流研究センターに係る委員会としては、
①センター運営委員会、②発達・教育相談室運営
委員会、③研究員会議、④および外部の運営委員
が参加する運営委員会がある。
　①については８月を除いてほぼ毎月開催し、予
算や決算、公開講座の企画等を進めてきた。②に
ついても同様に毎月開催してきている。今年度よ
りスタートした③は４月、７月、３月に開催して
プロジェクトの企画や予算、そして講座の内容に
ついて意見を出していただいた。更に④について
は７月と３月に２名の外部運営委員の参加を得
て、地域との関係などについて意見をいただいた。
（２）地域関連会議等
　地域関連会議としては、小平市大学連携協議会
関係として「まちでたのしむ」「連携協議会」等
がある。また国際交流協会に白梅学園大学として
評議員を選出し、小平国際交流フェスティバルへ
の参加を含めて年に４回程参加している。大学生
と地域が出会うことを主旨としてスタートした
「NPOセミナー」は12回目となったが、９月には
白梅を会場として発表会を行っている。
　小平市内には２つの障がい児者のためのセン
ターがあるが、そのうちの小川西町にある「たい
よう福祉センター」では、年に２回の地域懇談会
に白梅学園大学として参加している。その他小平
市の各種委員会には白梅学園として委員が参加し
ている。なお昨年度より小平市公共交通課が主催
してスタートした「小平南西部地域コミュニティ
タクシーを考える会」にも委員として参加してい
る。
（３）各種講座について
　今年度より教育・福祉研究センターから地域交
流研究センターの業務として移ってきた各種講座
は、前年度のうちに企画を決定し、年度のはじめ
には宣伝がスタートできるということを目ざし
た。しかし初めての取組みということもあり、実
際には６月になって出そろい、７月から宣伝に取
り組んだというのが経緯である。それぞれの講座
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の内容や参加者数についてここでは触れないが、
まずは大学の発信として専門的内容を提示すると
いう点ではしっかりとできたのではないかと思
う。
　ただせっかくの講座でも今一つ参加者数が増え
ずに終わったものもあるので、企画の段階での精
査が必要と思われる。
（４）全体として
　2017年度は2016年度に引き続いて地域交流研究
センターにとっては激動の１年であった。2016年
度に３つのプロジェクトと発達・教育相談室で組
織されていた中に、小平市との連携事業、学生の
子育て広場、そして教員有志が取り組んでいる小
平西地区地域ネットワークがセンターの管轄とな
り、運営委員会での検討事項が増えてきた。それ
に加えて、教育・福祉研究センターが行っていた
各種の講座が地域交流研究センターに移管される
ということになり、４月からパンフレット作成の
ための準備が始まり講座が実施されてきた。
　前期は新しい体制になって、その仕組みづくり
に時間がかかったといえる。各種講座も６月中に
は出そろい、パンフレットが７月には配布される
という流れの中で、講座ごとの宣伝も少なくなり、
申し込みを待つという形になった。企画調整室が
担当した地方における保育学講座や、保育指針が
改訂されて関心の高い保育セミナーはすぐに申込
みでいっぱいになる反面、定員を集められない講
座もあり、宣伝だけでなく内容についても検討し
ていく場が必要となっている。
　後期は様々な講座が行われ、その運営と対応に
時間をかけた。合わせて１年間の会計や報告書の
まとめなど、次年度につながるものが多くなった。
年度内に次年度の講座の計画を具体化するという
ことで取り組み、結果的には２月の段階でほぼ出
そろった。
　最後に、過去10年にわたって地域交流研究セン
ターの一部として存在した発達・教育相談室が、
地域交流研究センターから独立して運営をするこ
とになった。今後も情報交換は行っていくが、独
立したものとして取り組みをすすめたい。
２．１年間の成果
　新たな体制でスタートして１年、成果をあげる
ことはまだまだ難しいが、第一の成果としては今
まで地域との関係は教職員の個人的なかかわりで
つながっていたものが、組織として関わる体制が
つくられたということである。地域には様々な課
題があって、それが様々な形で大学や学園に持ち
込まれてくる。一方では大学で行われていること
や学園として行っていることを地域につなげてい
くことも、今までは個人やそれぞれの担当に任さ
れていたところがある。それらを組織として受け
止め、また組織として発信していく体制ができた
ということが大きいのではないか。
　第二として、一部の教職員で行っていた地域交
流が、大学全体で取り組むという体制になり、常
に地域を意識した研究や教育が進められる体制が
できたということも重要である。
　第三として、小平市連携や子育て広場、小平西
地区地域ネットワーク等が加わったことによって
地域交流研究センターに行政や地域の担当者の顔
が見えるようになってきたことである。
３．次年度への課題
　第一に新しい体制になって、それを機能的に動
かす運営委員会の働きを有機的に行わなければな
らないということがある。原則として月に１回の
運営委員会、研究員会議を３回程度、外部運営委
員会を２回程度開催する。
　第二に今までプロジェクトという形で行ってき
たものをすべての教員が関わるような形にしてい
かなければならないということである。また新た
なプロジェクトを立ち上げて地域との関わりや地
域に関する研究を推進していく必要がある。
　第三に新たに加わった講座の実施ということを
軌道に乗せて、文字通り地域交流及び研究の発信
を進めなければならないということがある。
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　第四に地域交流研究センターとして何を行って
いるのかの情報発信を行っていかなければならな
い。法人の発行している「地域と教育」との連携
も必要になってくると思われる。
おわりに－１年間を振り返って
　各プロジェクトはそれぞれのテーマと目標に
沿って取り組みをすすめてきたが、公開研究会な
どの開催には至っていない。地域交流研究セン
ターの運営委員会は昨年度10回ほど開催したが、
従来教育・福祉研究センターが行っていた講座を
地域交流研究センターに移すに伴って検討するこ
とが生じたためである。
　この１年は小平西地区地域ネットワークや子育
て広場が地域交流研究センターに組み込まれたこ
とによってどのような視点が広がったのか、従来
教育・福祉研究センターが担当してきた講座が、
地域交流研究センターの管轄になるということで
その対応に昨年度は時間を取られてしまった。今
後は全体を視野に入れた取り組みを考えていく必
要がある。
　地域交流の「地域」をどのようにとらえるのか、
研究センターとして常に問われる課題である。こ
の間の取組みを通して地域を４つの種類に分け
た。まずは地球規模で考えた時には「地域」が「国」
等を表すこともある。次のレベルとして都道府県
単位で、白梅の場合は「東京都」が「地域」と呼
ばれることもある。更に市町村等の地方自治体が
次のレベルとして考えられ、小平市や東村山市等
がその範疇となる。最後に居住地を中心とした「地
域」があり、地域交流研究センターは、こうした
「居住地を中心」とした「地域」との関わりを持
視野に入れて活動や研究を追及することになる。
　2016年度より、子育て広場と小平西地区地域
ネットワークが地域交流研究センターの中に位置
付けられたが、地域に関わる課題はすべてこの交
流センターで対応していくことになり、地域との
関係もより親密なものになっていくと思われる。
だからこそセンターとして様々な情報を取り入れ
つつ、常に整理して発信していくことが求められ
る。
　また多くの教職員が地域への関わりを持ってお
り、それらの力を地域交流全体に広げていくこと
が必要になってきている。
	 瀧口　優（保育科）
	 （地域交流研究センター長）
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